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得るので,感温素子の種類は多い。事案,現 在広 く用いられている低温用温度計だけでも,金属 ・合金






































































」一 一 湿 っ たみ ぞ れ 状 氷
.温度計挿入部
図1.水 の三重 点セル
えるか ら全体を0℃ の水 中に入れて調べ,大 体1Cln位の厚 さになった ところで ドライア イスを取 り出
す。代 りに0℃ の水 を入 れて,室 温の薄 肉ステ ンレス管などを差 し込めぱ,氷 が井戸か ら離 れ(セ ルを
回 して確認),間 に薄い水の層がで きて熱接触 が良 くなる。 これで完成,と 慌て るのは早 い。測定 は翌
日にする。ア ニールで場 合にょっては1mK程 度変化 するからで,実 際運悪 くひびの入 った氷で も翌 日
にはつながってい ることが ある。 こうして作った三重点 の実現精度 は0.2!nKより良いはずで,0℃ の
雰囲気に夢けば一 ク月間は俣存 できる。
2-2.密 封 型低温度定点
工PTS-68では低温の定義 点 として02,Ee,e-E2(平 衡水素)の沸点 とAr,02,e-H:2の 三
重点 を採 用 してい る。 いずれ も室温で気体のため,従 来 は断熱 クライオス タッ ト内にあらかじめ試料容
器 をセッ トして澄 き,導 入 管を通 して外部 か ら試料 を導 く方法 をとっていた。 しかし,そ の導入 管を通
しての熱 もれや,途 中に冷点 が生 じ試料が詰まる トラブルが多 く,ま た試料 の保存 が面倒な ことも問題
であった。国際測温諮問委 員会(GC壬)で も,将 来 は定点 を全 て三重点 で賄 診 うとする空気が あ り,
そ こで密甥型の低温三重点 セルを試作 してみ ることに した。(図2)
一言でいえぱ冷却可能なボンベだが,銅 製 の内容積15em3,肉 厚2m皿 のセルは,は め込 みに 作








































































図3.ア ル ゴ ン三 重 点 の 測 定 例
より低温ではHBSのSRM-767や 一768で知 られる超伝
導転移点 が定点 として用い られている。抵抗 ではな く磁化率
変化に よる検 出で,例 えばS:RM」767は5種類 の金属線
(Cd.,Zn,A■,工n,Pb)力竃一一組 の コイル(約2m且)の 中に
セッ トされたデ バイスである。各金属の転 移に伴い約10μR
の変化 があって,こ れを簡単 な ブリッヂで検 出する。注意 す
べ き点 は地磁気 の影響で,ク ライオス タッ ト内では約50μ丁
程度になって澄 り,例 えば 工nのTcを約4mK下 げ二 次転 移
を一 次転移に してしま う。1μ丁以下に落すため二重の ミュー
メタルシール ドを用い たが,コ イルの一 次電流 による交流磁
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